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協働的な学びのデザイン



第７講 協働的な学びのデザイン

【学習到達目標】

 協働学習の考え方を理解し実際に授業デザインできる．

 ワークショップの手法を５種類説明できる．

 ジグソー学習について説明できる．

【目 的】

人は社会的な関わりの中で学び，柔軟な知識を育てていく．
このベースとなる考えを知識の社会的構成主義モデル（三
宅,2011）と呼んでいる．これは人がもともと持っている他
人との相互作用を通して自分自身の考えを少しずつ向上させ
る能力を顕在化し，その試みを繰り返すことによって人は社
会的に賢くなっていくという考え方 (Palincsar & 
Brown ,1984; Miyake,N ,1986)について考える．
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協働学習

多様で異質な能力を持った他者との出会い

学習者の高い自立性と対等なパートナーシップ

目標や課題、価値観および成果の共有（統合）

高い学習目標や課題の達成が可能にする、

新たな「学びの共同体」と「学びの文化」が
作られるような活動

授坂本旬：「協働学習」とは何か より抜粋
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言うべきことを考え出して人に伝える

→「コミュニケーション能力」

人と話し合って自分の考えを進める

→「コラボレーション能力」

これまで使っていたことや他の人のアイディアを様々
に組み合わせて新しいものの見方を作り出す

→「イノベーション能力」

協調的な問題解決場面

CoREF 平成 23 年度活動報告書「協調が生む学びの多様性 第2集」より抜粋
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本人が一生の資産にできるような学びは、

• 本人の納得づくで、本人自身が作り上げたもので

• 学びの成果を本人自身の「ことば」で表現することが大切

認知科学的な基盤の一つが、

「協調学習」と呼ばれる学びの仕組みである。

協調的な問題解決場面

CoREF 平成 23 年度活動報告書「協調が生む学びの多様性 第2集」より抜粋
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協働学習と互恵的教授法の考え方と学習効果

引用：三宅なほみ,小河園子、尾関智恵：協調学習における学びの刷新に向けて JACET中部支部紀要第9号
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• アイスブレイク

• ブレーンストーミング

• ＫＪ法

• ポスターセッション

• プランニング

など

協働学習のデザイン手法

①ワークショップにおける手法
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協働学習のデザイン手法

＜ジグソー学習法＞
まず、ひとりひとりが自分で考えた「問い」に対する答えを書きだす。

①エキスパート活動：
問いに対する答えを得るため必要な部品（ある視点）を押さえる

②ジグソー活動：
学習したことを持ち寄って新しいグループをつくり、持ち寄った知識
を組み合わせて新しい課題を解く。

③クロストーク：
各ジグソーグループで考えた自分たちの答えを全体で交換し合い、一人
一人が、いろいろな答えから自分で最も納得のいく「言い方」「表現」
を拾って、納得できる答えを得る。

引用：三宅なほみ,小河園子、尾関智恵：協調学習における学びの刷新に向けて JACET中部支部紀要第9号



9

第７講 協働的な学びのデザイン

協働学習のデザイン手法

＜ジグソー学習法＞
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第７講 協働的な学びのデザイン

東京大学

大学発教育支援コンソーシアム推進機構

CoREF

（Consortium for Renovating 
Education of the Future）

協働学習を支援する教材開発

http://coref.u-tokyo.ac.jp
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課 題

1. 協働学習の必要性について具体例を挙げて説
明しなさい．

2. 知識構成型ジグソー法による指導案を作成し
なさい．

3. 大学発教育支援コンソーシアム推進機構
（CoREF）を参考に，知識構成型ジグソー法
の教材を作成しなさい．
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